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「理科室のおじさん」を尋ねて 

その６ 日立市立櫛形小学校 
櫛形小学校の「理科室のおじさん」山縣俊夫さ

んを尋ねました。山縣さんは、「中学時代は、飛行

機を作る技術者になることが夢で、３年生の夏に

はクラブ活動でゴーカートを作り、放課後校庭を

走らせました。」と、その当時の思い出を話してい

ました。写真は、山縣さんたちが作ったゴーカー

トと恩師

の先生と

の記念写

真です。

今でも、

飛行機へ

の思いは熱く、無線飛行機を作っているそうです。 
 今、櫛形小学校では、サケの孵化を学校で観察できな

いかと学校全体で取り組

んでいます。そのため、

日立理科クラブの支援も

受け、理科室の場を活用

して稚魚を飼育し観察できる水槽の装置を開発しているところで

す。山縣さんも、鮭受精卵の孵化水槽冷却方式の方法を検討して提

言しています。「鮭の孵化に適切な水温１０℃前後に保つことの難

しさが課題で

すね。」と、こ

れからの取り

組みに意欲を

示していまし

た。孵化の方法を学ぶために、福島県・木戸

川の養魚場に見学に行ったということです

から、櫛形小の本気さが分かります。１１月

中旬には、実際に鮭の受精卵を取り出したり、

孵化装置を完成させて稚魚を孵化させたり

と、本格的な取り組みが待っています。とて

も楽しみですね。 

日立理科クラブ・山縣俊夫さん 

運転手が山縣さん・約５０年前

十王川での鮭の捕獲・櫛形小の児童

鮭の孵化 昨年度の活動

 山縣さんは現役時代、日製日立工場の生産

技術部門に所属し、コンピュータを活用して

自動的に加工するソフトウェアーの開発を

行っていたそうです。「今の子どもたちに科学技術の歴史を知らせ、夢を持たせたいですね。そ

して、難しいことを易しく、理論よりも実体験で感じてほしいですね。」と、理科室のおじさん

としての心構えを話していました。飛行機好きの子どもたちが、きっと櫛形小から現れることで

しょう。 


